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速報 「火星の生命 1？」

隕石中の有機化合物と生命体の痕跡

村江達士 1

　隕石か ら地球外生命の 痕跡を発見 しようと試み

た歴史はかなり古 い 。 1800年代 の 後半 に は，著名

な有機化学者が隕石中の 有機物の分析を手掛けて

い る．当時は全 て の 有機物は生命体が作 っ た もの

で あり，有機物が隕石中に発見されれば
， 地球外

生命の 存在を証明す る もの と考え ら れ て い た．

　その 後 ， 隕石 中の 有機物に関す る研究は，しば

らく途絶えた 。 1960年代に なっ て ， 本格的に再開

されるが ，
こ の 間に有機化学は飛躍的な進歩を遂

げた．こ の進歩 に伴 っ て ，有機化合物は，生命活

動が無 くと も作 られ，最初 の 生命体は，非生命的

に合成された比較的簡単な有機化合物を材料とし

て作 られたとする概念が定着して きた．さらに，星

間空間に多種類の 有機化合物が存在する こ とが ，

電波望遠鏡に よ る観測 で 示 され，地球外で も，非

生命的に有機化合物が作 られ て い る こ とが 立証 さ

れた．

　隕石中 の地球外生命 の 痕跡探 しの再開に大 きく

寄与 したの は，炭素質コ ン ドライ トとい う隕石（変

性度が低 く， 太陽系の始原的状態を最 も良く反映

して い るとされる）の 中に微生物の 化石 を発見した

とす る報告で ある ．こ の 報告に対 して は，発 表さ

れ た顕微鏡写真 とス ケ ッ チ で は，生物の もの とは

断定し難 く，偶然で きた鉱物 の 形 を観察 して い る

に過 ぎない とする批判が なされ，現在で は こ の 見

解の 方が支持が多い ．

　地球上 の 生命の存在は
， 38億年前まで さかの ぼ

れ るとする説がある．その論拠は
， 38億年前にで

きた堆積岩に微生物 の 化石 が観察 され る か らとす

るもの である．しか し，形以外の論拠が無 く， 化

石 で あ る とされ る 形 も微生 物 の 形 で ある と断定す

るの が困難で，
一
般的な支持 を受けて い るとは言

い 難 い ．

　隕石 に関 して は ， 形だけで は不十分 とい うこ と

で，炭素質 コ ン ドラ イ トに含 まれる有機化合物の

分析が活発 に行なわれる ようにな っ た．この場合

には，非常に微量の 有機物 を分析する ため
， 地球

生物が生産する有機物の 混 入 による汚染が大問題

とな っ た ．現在 で は，隕石固有の 有機化合物は
，

地球上の生物が生産する有機化合物 に見られ る化

学構造に 関する選択性を示 さず ， 非生物的な純熱

力学的な支配 の もと に 形成 された と考え られ て い

る．こ の 議論 に は ，南極で採集 された隕石の分析

結果 も含 まれ て い る．結論的に は
， 炭素質コ

．ン ド

ライ ト中 に含まれる固有の有機化合物の形成に は，

生物が関与 して い ない と言 うこ とである．

　今回 の 火星 由来の 隕石の 報告［1］で は，PAH （多

環縮合芳香族炭化水素）が生物由来の有機化合物で

ある と指摘 された 。 しか し，PAH は
一群の化合物

の 総称で ，その
一一

部は，星 間空 間に存在する と報

告 され
， 炭素質コ ン ドラ イ トか らも

一
部が検出 さ

れ て い る．地球上 で検出 され る 類似の 化合物は
，

生物が直接生産 した もの でな く，地質学的続成変

化や燃焼 などで 形成 され た もの が圧倒的に 多い ．
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従 っ て，PAH を生物の 痕跡 とす る に は
， 個 々 の 成

分 の 正確な構造 と量的な分布に基づ い て
，

生命現

象が介在 しなければ生産で きなか っ た こ とを示す

必要がある．

　地球上 の堆積物に関 して は，生物 しか生 産しない

特有 の 化合物 とその化合物から誘導さ れ た こ とが 明

白な化合物を 「バ イオマ
ーカー

（化学化石）」と称 して，

その存在の有無や含有度を指標として，古環境の復

元や 石油探査その他に様々 に応用 してい る．火星 の

生物とい えども，生物で あるからに は，固有の代謝系

を持 っ て い なければならず，その 代謝産物が必ず存

在するはずである．隕石 中の有機化合物を用 い て 火

星生 物の存在を立証するには，生物固有の代謝産物

（生産有機化合物）を見つ け出 し，それが地球上 の生物

に由来するもの で は ない こ とを示す必要があり，その

ためには
， 現在の有機地球化学の総力を結集して初

めて可能になるで あろ う．
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